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ズーム in「ネット社会」
　─ 試される人権意識・人権感覚 ─

こころふれあう 町民のつどいこころふれあう 町民のつどい入場無料

▲「共に生きよう ふれあいのまち」宣言
シンボルマーク

▲インターネットに関わる人権侵犯事件の推移 

（単位：件）
人権デーと人権週間

　人権デーは、世界人権宣言の採択を記
念して、1950年の国連総会で採択日の12
月10日を「人権デー」と定めました。
　一方、国内では、世界人権宣言採択の
翌年（1949年）に、採択日の12月10日を
最終日とした１週間を「人権週間」と定め、
様々な人権啓発活動を行っています。
　播磨町では、人権週間に「こころふれ
あう 町民のつどい」を開催し、人権相談
などを行っています。

播
磨
町
の
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

人
権
侵
犯
事
件
が
急
増
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
知
り
た
い

情
報
を
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
、
す
ぐ

に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
今
の
私
た
ち
の

生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
て
他
人

の
人
権
を
侵
害
す
る
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関

が
救
済
手
続
き
を
行
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
人
権
侵
犯
事
件
の

数
は
、前
年
比
48
・
２
％
増
の
418
件
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
名
誉
棄

損
事
案
が
154
件
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
事
案
が
181
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
２
つ
の
事
案
だ
け
で
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
決
し
て

“
仮
想
世
界
”で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
で
は
、
自

分
の
名
前
や
顔
を
知
ら
れ
る
こ
と
な

く
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
面
と
向
か
っ
て
は
言
え
な

い
よ
う
な
悪
口
を
平
気
で
掲
示
板
な

ど
に
書
き
込
む
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
中
高
生
な
ど

が
運
営
す
る
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
、

い
わ
ゆ
る
「
学
校
裏
サ
イ
ト
」
に
お

い
て
実
名
を
挙
げ
て
誹ひ
ぼ
う謗
中
傷
す
る

事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
だ
れ
で

も
簡
単
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
掲
示
板
な
ど
に
書
き
込
み

を
行
う
と
、
そ
の
内
容
が
す
ぐ
に
広

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
事
実
無
根
の

誹
謗
中
傷
、
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な

い
事
実
が
不
特
定
多
数
の
人
々
の
目

に
さ
ら
さ
れ
、
情
報
を
書
き
込
ま
れ

た
人
は
、
尊
厳
を
傷
つ
け
ら
れ
、
社

会
的
評
価
を
お
と
し
め
ら
れ
る
な
ど
、

回
復
困
難
な
ほ
ど
重
大
な
損
害
を
被

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い
る
の

は
、
現
実
の
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

被
害
者
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
人
権

侵
害
情
報
の
削
除
依
頼
を
！

　
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
」
に
よ

り
、
被
害
者
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
な
ど

に
対
し
、
人
権
侵
害
情
報
の
発
信
者

（
掲
示
板
な
ど
に
書
き
込
ん
だ
人
）
の

情
報
開
示
を
請
求
し
た
り
、
人
権
侵

害
情
報
の
削
除
を
依
頼
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
示
請
求
や
削

除
依
頼
は
、
証
拠
と
し
て
保
存
す
る

た
め
に
、
メ
ー
ル
や
文
書
で
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
に
相
談

　

削
除
依
頼
を
し
て
も
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
が
応
じ
な
か
っ
た
り
、
削
除
す
る

代
わ
り
に
何
ら
か
の
要
求
を
し
て
き

た
り
し
た
場
合
は
、
最
寄
の
人
権
擁

護
機
関
の
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
パ
ソ
コ
ン
）　

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
JIN

K
EN

/jinken113.htm
l

（
携
帯
電
話
）　

http://w
w

w
.jinken.go.jp/

soudan/m
obile/001.htm

l

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
毎
年
、
小
学
校
を
訪
問
し
て
「
人
権
教
室
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
人
権
教
室
で
は
、
資
料
「
種
を
ま
こ
う
」
や
自
作
の
紙
芝
居
「
き

み
は 

す
て
き
」
な
ど
を
活
用
し
て
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
今
年
は
、
播
磨

南
小
学
校
３
年
生
で
人
権
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

５
年
前
か
ら
始
め
た
人
権
教
室
で
自
作
の
紙
芝
居
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
他
人
と
比
べ
な
く
て
い
い
。
今
の
き
み
が
一
番
す
て
き
だ
よ
」
と
い
う
思
い
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
く
て
、「
き
み
は 

す
て
き
」
と
題
し
た
紙
芝
居
を
手
作

り
し
ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、『
自
分
の
鼻
が
嫌
で
象
の
よ
う
な
長
い
鼻
に
な
り
た
い
子こ

豚ぶ
た

、

長
い
首
が
嫌
で
鹿
の
よ
う
な
短
い
首
に
な
り
た
い
キ
リ
ン
、
鳥
の
よ
う
に
空
を

飛
び
た
い
魚
が
主
人
公
で
す
。
夢
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
望
み
が
か
な
い
、
み

ん
な
大
喜
び
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
子
豚
は
鼻
が
長
く
な
る
と
重
く
て
邪
魔
で

食
事
も
で
き
な
い
、
キ
リ
ン
は
首
が
短
く
な
る
と
高
い
木
の
葉
っ

ぱ
が
食
べ
ら
れ
な
い
、
魚
は
羽
が
で
き
る
と
羽
ば
た
く
の
が
や
っ

と
で
体
中
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
う
。
や
っ
ぱ
り
元
の
姿
が
一
番
い

い
と
気
づ
く
』
と
い
う
内
容
で
す
。

　

私
は
紙
芝
居
を
通
じ
て
、「
誰
で
も
い
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
の
だ
か
ら
、
が
ん
ば
れ
！
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
考
え
や
思
い
に
触
れ
、
感
心
し
た
り
、
感
動
し

た
り
す
る
な
ど
、
人
権
教
室
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。　
《
人
権
擁
護
委
員　

加
田
平 

靖
子
》

特
設
人
権
相
談
を
開
設

　

名
誉
棄
損
、
い
や
が
ら
せ
、
い
じ
め
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。（
予
約
不
要
）

▼
日
時　

12
月
４
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所　

福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

※
毎
月
、
第
２
・
４ 

木
曜
日　

午
後
１
時
～
３
時

▼
日
時　

12
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
～
３
時
35
分
（
12
時
30
分
開
場
）

▼
場
所　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

第
１
部　

第
28
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
地
区

予
選
入
賞
者
表
彰
、
朗
読
発
表

第
２
部　

ス
ト
ロ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

演
奏　

神
谷 

徹
氏

第
３
部　

講
演
会　

演
題 

「
共
働
き
か
ら
共
育
て
へ
」

　
　
　
　
　

講
師　

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
キ
ャ
ス
タ
ー　

蟹
瀬 
誠
一
氏

▼
主
催　

播
磨
町
、
播
磨
町
教
育
委
員
会
、
東
は
り
ま
人
権
啓
発
活
動
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

▼
共
催　

播
磨
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

▼
協
力　

手
話
サ
ー
ク
ル
は
り
ま
、
要
約
筆
記
ひ
ま
わ
り

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
徒
歩
か
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ 

人
権
教
育
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
５
６
５

　

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

神
谷 

徹
氏　
　
　

テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
の
独
奏
者
と
し
て
海
外
演

奏
旅
行
に
参
加
す
る
な
ど
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
中
心
と

し
た
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
と
指
導
で
活
躍
し
て
い
る
。

25
年
以
上
前
か
ら
市
販
の
ス
ト
ロ
ー
で
ユ
ニ
ー
ク
な
笛

を
作
り
は
じ
め
、
世
代
を
問
わ
ず
誰
に
で
も
楽
し
め
る

ス
ト
ロ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
大
き
な
話
題
と
な
り
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

蟹
瀬 

誠
一
氏　
　

1
9
9
1
年
T
B
S
「
報
道
特
集
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー

と
し
て
テ
レ
ビ
報
道
界
に
転
身
。
T
V
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
初
め
て
世
界
最
大
の
ロ
シ
ア
原
子
力
潜
水
艦

の
取
材
に
成
功
す
る
。
テ
レ
ビ
朝
日
「
ス
ー
パ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
」
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
や
「
サ
ン
デ
ー
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
海
外
取
材
な
ど
で
活
躍
す
る
。
現
在

は
、
共
働
き
で
の
子
育
て
経
験
を
も
と
に
講
演
活
動
に

も
力
を
注
い
で
い
る
。

今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
・
人
権
擁
護
委
員
制
度 

60
周
年
で
す
。

　

昭
和
23
（
1
9
4
8
）
年
、
国
際
連
合
に
お
い
て
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
年
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
と
「
人
権
擁
護
委
員

制
度
」、
2
つ
の
60
周
年
を
祝
う
年
で
す
。

▲紙芝居「きみはすてき」

2
広報はりま 20.12

3
広報はりま 20.12


